
乙
　
点
　
図
　
か
　
ら
　
円
　
堂

点
　
へ

三

一
定
の
訓
読
に
随
っ
て
加
点
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
（
点
法
）
は
、
そ
れ
自
体
、

そ
の
訓
読
語
の
性
格
を
示
す
こ
と
が
多
い
。
従
っ
て
、
ヲ
コ
ト
点
の
考
察
は
、

ひ
と
り
点
法
史
に
留
ま
る
も
の
で
な
く
、
訓
読
語
史
、
こ
と
ば
の
問
題
と
し
て

も
意
味
を
も
っ
て
く
る
。

さ
て
、
平
安
・
錐
倉
時
代
に
於
い
て
頻
用
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
の
一
つ
に
「
円

堂
点
」
が
あ
る
。
こ
の
点
法
は
、
第
五
群
点
の
仏
家
点
の
中
で
は
極
め
て
強
い

勢
力
を
持
っ
て
い
て
、
仁
和
寺
広
沢
流
訓
読
圏
を
中
心
と
し
、
高
野
山
・
発
寺

な
ど
の
小
野
流
訓
読
国
に
も
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
名
称
は
、
仁
和
寺
円
堂
院
に

基
づ
く
と
さ
れ
る
。

点
図
は
後
に
掲
げ
る
（
第
一
表
）
。
こ
の
第
二
壷
か
ら
第
五
壷
ま
で
の
抜

点
は
、
カ
ミ
ナ
ツ
キ
　
ン
ク
レ
フ
ル
メ
リ
　
ウ
ネ
ヒ
ヤ
マ
　
チ
ョ
ヘ
ム
コ
ト
モ

エ
ソ
イ
タ
ラ
セ
ヌ
　
ヰ
ケ
サ
ス
ホ
、
と
い
う
符
号
（
仮
名
）
　
の
配
列
に
な
っ
て

〇
一

い
る
。
こ
れ
は
曽
田
文
雄
氏
の
御
発
見
に
よ
る
も
の
で
、
氏
は
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
円
堂
点
は
「
明
確
な
作
為
の
も
と
に
作
り
上
ら
れ
た
も
の
」
と
述
べ
ら
れ

た
。
又
、
点
図
集
延
応
奥
古
本
な
ど
で
、
最
後
の
第
十
二
壷
に
加
え
ら
れ
た
墨

筆
注
記
「
観
音
院
僧
都
被
加
点
」
に
み
え
る
人
物
に
つ
い
て
は
、
延
尋
（
九
八

九
－
一
〇
四
九
）
　
（
点
研
、
三
九
二
頁
）
よ
り
も
寛
意
（
一
〇
五
四
－
一
一
〇

4

一
）
を
比
定
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
い
う
築
島
裕
博
士
の
お
説
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
円
堂
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
第
五
群
点
の
一
つ
で
あ
る
と
説

か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
位
置
付
け
・
出
自
は
明
ら
か
で
な
い
。

例
え
ば
、
中
田
祝
夫
博
士
は
、
次
の
よ
う
に
表
示
し
て
い
ら
れ
る
　
（
点
研
、

五
二
四
貢
か
ら
抄
出
す
る
。
△
印
は
点
図
集
に
み
え
る
も
の
、
日
日
日
活
実

在
不
明
・
所
用
者
不
明
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
）
。

「
円
堂
点
」
、
「
蘇
悉
地
掲
羅
経
略
琉
寛
平
八
年
点
（
憐
昭
識
語
本
、
天
暦

五
年
の
移
点
）
」
、
「
周
易
抄
古
点
」
、
「
乙
点
図
」
な
ど
の
位
置
付
け
に
注

意
し
て
考
察
を
進
め
た
い
が
、
右
の
よ
う
に
、
第
五
群
点
内
部
に
於
い
て
は
、

こ
れ
ら
相
互
間
の
関
係
が
積
極
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
。

0
0

但
し
、
博
士
は
、
寛
平
八
年
点
の
星
点
（
第
二
蟹
）
を
掲
げ
て
、
「
此
の
訓

点
の
星
点
は
円
堂
点
と
殆
ど
合
致
し
、
同
時
に
博
士
家
点
と
も
同
様
に
（
中
略
）

夫
々
テ
ニ
ヲ
ハ
を
配
し
て
屠
る
」
、
又
、
「
第
五
群
点
の
中
に
入
る
円
堂
点

は
、
叡
山
に
行
は
れ
た
寛
平
八
年
点
の
如
き
も
の
よ
り
出
で
来
た
っ
た
と
考
へ

一
じ

る
の
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
ら
れ
る
点
に
は
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

7

い
。
古
く
は
、
吉
沢
義
則
博
士
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

中
田
博
士
は
（
吉
沢
博
士
も
）
、
毘
点
第
一
壷
だ
け
の
比
較
に
よ
っ
て
、
又
、

12



⊥

成
実
論
天
長
五
年
点

飯
宝
切
古
点

「．．．．．．．．．．．．．1

△
　
首
尾
点
一

大
乗
掌
珍
論
承
和
元
年
点

△
　
西
基
点

△
　
仁
都
波
迦
点

T
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
一

層
五
群
点
一

一
の
祖
点
一

テ
ニ
ヲ
ハ
点

ー
△
蘭
画
昏
娘

．

．

1

1

　

－

　

1

1

1

－

1

．

▼

▼

－

－

1

－

－

－

」

l

r

1

　

　

　

－

仁
和
寺
が
当
初
は
天
台
宗
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
右
を
導

き
出
さ
れ
た
よ
ケ
で
あ
る
。
所
論
の
主
旨
も
、
叡
山
系
の
寛

平
八
年
点
が
、
第
五
群
点
の
内
で
は
最
も
古
い
と
こ
ろ
に
位

置
し
て
お
り
、
後
続
の
円
堂
点
・
博
士
家
点
な
ど
の
祖
源
と

し
て
位
置
付
け
得
る
、
第
五
群
点
は
叡
山
か
ら
出
た
も
の
ら

し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

火
U

「
乙
点
図
」
な
る
点
法
に
つ
い
て
は
、
「
実
在
不
明
」
、

「
所
用
者
不
明
」
、
「
加
点
本
の
実
例
な
し
」
と
さ
れ
て
い

て
、
注
意
を
要
す
る
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
寛
平
八
年
点
が
そ

れ
で
あ
る
と

」
斬
腹
囲
暦
版
属
憤
庫
匪
降
悼
l
l

1
1
－
盲
腸
灰
塵
展
翰
聞
易
砂
盾
旭

…
…
△
京
風
聖

1
△
一
囲
一

－
△
一
閲
矧
鳳
一

－
△
‖
袖
点
描
射
耳
〕

－
△
一
日
瀾
簡
閲
珊
個
恩
且
僧
門
T
△

∵
∴
∵
㍉
持
主
」

－
△
扁
薗
聖

13

一
第
六
群
点
の
視
点
一



は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
（
点
研
、
三
八
六
・
四
三
八
弓
同
別
冊
、
四
三
弓
）

右
の
寛
平
八
年
点
、
周
易
抄
古
点
（
寛
平
九
年
土
日
泰
元
年
頃
の
加
点
と
い

う
）
、
金
剛
頂
旅
伽
修
習
三
農
地
法
天
暦
三
年
点
（
後
述
）
な
ど
が
、
同
じ
乙

点
図
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
、
乙
点
図
は
実
際
に
加
点
に
用
い
ら
れ
た
点
法
で

9

あ
る
こ
と
は
、
後
に
、
築
島
博
士
に
よ
1
て
推
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

中
田
博
士
は
、
第
五
群
点
内
の
、
そ
れ
ぞ
れ
別
種
の
ヲ
n
ト
点
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
（
点
研
、
四
二
七
・
四
四
二
・
六
九
三
貢
）
、
而
し
て
、
「
乙
点
図
」
の

位
置
付
け
、
並
び
に
「
円
堂
点
」
の
出
自
な
ど
の
問
題
は
、
未
解
決
の
ま
ま
に

留
め
お
か
れ
た
の
で
あ
る
。
曽
田
氏
の
発
見
も
、
未
だ
張
出
さ
れ
な
い
時
点
で

も
あ
っ
た
。

曽
田
氏
は
、
円
堂
点
の
祖
点
と
し
て
「
酉
某
点
」
を
掲
げ
ら
れ
た
。
両
者
の

問
に
は
、
高
野
山
大
学
蔵
蘇
悉
地
掲
羅
経
寛
弘
五
年
点
（
第
五
群
点
）
が
位
置

t

し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
考
証
の
引
用
は
、
紙
面
の
都
合
で
割
愛
す
る
が
、

そ
の
操
作
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
柁
雑
に
過
ぎ
る
よ
う
で
、
「
西
光
点
か
ら
円

堂
点
へ
の
派
生
」
　
（
或
い
は
「
変
遷
」
と
も
）
に
つ
い
て
は
理
解
し
が
た
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。

氏
に
は
、
又
、
寛
平
八
年
点
は
「
円
堂
点
系
で
も
っ
て
加
点
さ
れ
た
」
も

の
、
円
堂
点
成
立
の
時
期
は
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
に
「
極
め
て
近
い
時
代
」
で

あ
る
と
も
述
べ
ら
れ
る
（
注
2
文
献
）
。
し
て
み
る
と
、
右
「
円
堂
点
」
と
は

乙
点
図
の
意
味
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
比
較
さ
れ
た
の
は
、
酋
未
点
・

円
堂
点
・
蘇
悉
地
経
光
弘
五
年
点
で
あ
る
。
乙
点
図
と
西
某
点
と
の
脈
給
は
、

容
易
に
た
ど
り
が
た
い
よ
う
で
あ
る
。
根
源
的
に
は
、
乙
点
図
・
西
基
点
な
ど

に
連
絡
す
る
と
こ
ろ
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
の
程
度
な
ら
ば
、
何

も
三
者
等
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
節
一
群
点
と
第
五
群
点
、
及
び
そ
の

両
者
そ
れ
ぞ
れ
に
於
い
て
、
一
般
的
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
円
堂
点

系
」
と
い
う
用
語
の
意
味
も
や
や
範
囲
が
広
い
よ
う
で
、
「
第
五
群
点
」
と
い

う
場
合
に
か
な
り
近
い
よ
う
で
あ
る
。

氏
の
一
連
の
御
論
考
で
も
、
や
は
り
、
乙
点
図
を
一
つ
の
点
法
と
し
て
認
め

て
お
ら
れ
な
い
。
　
乙
点
図
は
、
た
ま
た
ま
l
点
本
に
施
点
さ
れ
た
よ
う
な
特

異
な
、
単
発
的
点
法
で
は
な
い
。
点
法
史
を
構
成
す
る
一
つ
の
大
き
な
要
索
で

は
な
か
ろ
う
か
。

薫
島
博
士
の
御
論
考
に
つ
い
て
は
、
右
に
も
引
い
て
き
た
。
乙
点
図
は
、
天

台
宗
比
郡
山
で
用
い
ら
れ
（
寛
平
八
年
点
）
、
又
、
仁
和
寺
へ
伝
承
さ
れ
た

（
周
易
抄
古
点
－
三
摩
地
法
天
暦
三
年
点
）
と
述
べ
ら
れ
る
（
法
9
文
献
）
。

し
か
し
、
乙
点
図
と
円
堂
点
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
中
田
博
士
と
ほ
ぼ
同

様
で
、
未
だ
言
及
さ
れ
て
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

博
士
は
、
円
堂
点
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ば
三
段
階
の
成
立
過
程
を
示
さ
れ
る
一

（
注
4
、
文
献
及
び
口
朝
発
表
）
。
即
ち
、
第
一
は
、
「
カ
ミ
ナ
ツ
キ
」
順
列
　
1
4

が
既
存
し
、
校
星
点
と
第
二
Ⅱ
に
「
ト
」
見
点
が
あ
る
も
の
（
甲
）
、
第
二
は
　
一

「
ト
」
星
点
が
な
く
、
抜
足
点
が
な
い
も
の
（
乙
）
、
第
三
は
、
仁
和
寺
観
音

院
僧
都
（
寛
意
）
　
の
輸
入
に
よ
る
複
星
点
が
あ
る
も
の
（
丙
）
で
あ
る
。
年
代

上
は
、
甲
は
十
一
世
紀
の
初
（
或
い
は
前
半
）
、
乙
は
同
中
葉
、
丙
は
同
末
と

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
際
の
加
点
例
と
し
て
左
記
を
あ
げ
ら
れ
る
（
早
期
の
も

の
を
抄
出
す
る
）
。

甲
　
○
高
山
寺
蔵
金
剛
頂
癒
伽
経
三
巻

寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
或
い
は
長
元
八
年
（
一
〇
三
五
）
　
の

朱
点

○
仁
和
寺
蔵
秘
密
良
茶
羅
大
阿
机
梨
耶
付
法
一
巻

万
寿
四
年
（
一
〇
二
七
）
点

○
高
野
山
光
明
院
蔵
金
剛
頂
諭
伽
経
三
巻



長
元
六
年
（
一
〇
三
三
）
点
、
済
延
加
点

乙
　
○
仁
和
寺
蔵
絞
漫
徳
迦
念
涌
法
一
帖

天
苗
元
年
（
一
〇
五
三
）
点

丙
　
○
仁
和
寺
蔵
金
剛
頂
松
伽
護
摩
儀
軌
一
帖
一

寛
治
四
年
（
一
〇
九
〇
）
点

そ
の
後
の
御
調
査
で
、
第
三
の
丙
段
階
は
も
う
少
し
、
平
安
時
代
後
期
・
院

－
－

政
期
初
の
頃
ま
で
遡
る
か
と
さ
れ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
玉
稿
を
侠
ち
仁
一
い
。

右
、
円
堂
点
の
出
自
、
制
作
、
又
、
乙
点
図
の
扱
い
な
ど
に
関
す
る
従
来
の

諸
説
を
整
理
し
、
併
せ
て
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
き
た
。
こ
れ
を
承
け
て
、
以

下
に
は
「
乙
点
図
か
ら
円
堂
点
へ
」
と
い
う
一
つ
の
推
定
を
述
べ
て
み
た
い
。

〓

第
五
群
点
は
、
第
二
曳
、
左
下
隅
を
起
点
と
し
て
テ
ニ
ヲ
ハ
と
い
う
符
号
の

配
置
を
な
す
も
の
、
及
び
系
統
的
に
こ
の
ヲ
コ
ト
点
と
関
係
の
あ
る
ら
し
い
も

の
を
い
う
（
点
研
、
二
二
八
六
日
）
。
こ
こ
に
属
す
る
も
の
に
は
、
点
図
集
に
収

録
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
、
円
吏
点
・
適
用
寺
点
・
香
降
寺
点
・
浄
光
房
点
・

池
上
阿
閥
梨
点
・
智
謹
大
師
点
・
乙
点
図
・
丙
点
図
・
明
緩
点
・
紀
伝
点
の
計

十
種
が
あ
る
。
点
図
集
に
み
え
h
・
は
い
も
の
も
亦
、
少
な
く
な
い
　
（
点
研
、
三
九

〇
日
、
注
9
文
献
、
九
〇
葺
、
他
、
小
林
芳
規
博
士
御
教
示
）
。

こ
の
よ
う
な
第
五
群
点
で
あ
れ
ば
、
こ
の
内
に
、
期
似
す
る
点
法
を
求
め
、

系
統
的
に
整
理
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
観
点
に
立
つ
と
き
、
ま
ず
、
円
堂
点
と
乙
点
図
と
の
関
わ
り
が
深
い
こ

と
に
注
意
さ
れ
る
。
又
、
浄
光
房
点
は
池
上
阿
田
梨
点
か
ら
出
た
も
の
か
と
考

え
ら
れ
る
。
後
者
は
、
従
っ
て
、
池
上
阿
聞
梨
点
－
Y
池
上
紳
輔
点
↓
浄
光
好

点
、
と
い
う
展
間
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
先
に
も
述
べ
ね
。
更
に
検
討
し
た
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
、
取
り
上
げ
る
の
は
前
者
で
あ
る
。
即
ち
、
円
堂
点
は
、
他
な
ら
ぬ
乙
点

図
を
母
体
と
し
て
整
備
、
補
充
を
経
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
い
う
打
が

本
稿
の
要
点
で
あ
る
。

円
堂
点
を
〔
第
一
表
〕
と
し
て
掲
げ
る
。
大
嵐
急
記
念
文
庫
蔵
点
図
延
応
元

年
（
一
二
三
九
）
　
の
奥
書
本
（
永
正
十
年
写
本
）
を
底
本
と
し
た
。
築
島
博
士

の
御
紹
介
（
注
4
、
口
頭
発
表
資
料
）
　
に
よ
る
憺
靭
寺
蔵
点
図
集
鎌
倉
時
代
写

本
か
ら
引
い
た
も
の
は
∧
∨
印
を
付
し
た
。

こ
の
総
計
十
二
壷
か
ら
な
る
点
図
は
、
外
形
上
、
四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
A
は
、
第
二
黒
の
星
点
で
あ
る
。
B
は
、
第
二
壷
か
ら
第
五

壷
ま
で
ハ
　
「
カ
、
、
、
ナ
ツ
キ
」
の
和
歌
体
様
の
配
列
に
あ
る
も
の
で
、
以
下
に
点

0
0

法
を
比
較
す
る
に
当
っ
て
は
、
人
為
的
な
配
列
に
あ
る
部
分
と
し
て
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
。
全
て
「
規
」
に
よ
る
点
と
い
う
形
体
で
単
音
節
を
表
わ
す
符
号

で
あ
り
、
築
鳥
博
士
は
、
こ
の
よ
う
な
徴
証
は
「
非
天
台
系
」
の
も
の
と
さ
れ

た
。
C
は
、
第
六
壷
か
ら
第
十
二
虹
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
D
は
、
視
星
点
の

轟
で
あ
る
が
、
後
に
捕
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
今
の
考
察
か
ら
外
し
て
も

よ
か
ろ
l
う
。

乙
点
図
は
〔
第
二
衰
〕
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
点
図
集
に
は
誤
写
が
多
い

の
で
、
私
の
調
査
（
昭
四
三
・
三
）
　
に
よ
る
石
山
寺
旧
蔵
京
都
大
学
附
属
図
書

出
現
蔵
蘇
悉
地
瑚
羅
経
略
疏
寛
平
八
年
隣
昭
識
語
本
朱
点
を
掲
げ
る
（
返
点
等

の
符
号
を
省
く
）
。
こ
の
朱
点
は
、
第
五
群
点
総
体
の
内
で
も
、
現
存
最
古
の
も

の
で
あ
る
。
但
し
、
（
　
）
印
で
示
す
の
は
延
応
木
点
図
集
で
、
＜
∨
印
で
示

す
の
は
そ
の
他
で
、
又
、
第
九
壷
は
周
易
抄
古
点
（
後
述
）
　
で
栢
い
、
第
十
壷

は
築
島
博
士
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
尚
、
信
二
巴
の
下
辺
中
央
は
、
周
易
抄
古

点
で
ミ
と
あ
る
。
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さ
て
、
右
の
二
つ
の
点
法
は
、
一
見
す
る
と
こ
ろ
余
り
似
て
い
な
い
が
、
証

を
そ
そ
げ
ば
次
の
こ
と
に
気
付
く
。
つ
ま
り
、
乙
点
図
の
第
三
壷
・
第
六
壷
・

第
七
壷
が
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
円
堂
点
の
第
六
壷
・
第
七
壷
・
第
八
壷
、
と

そ
れ
ぞ
れ
相
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
似
て
い
な
い
の
は
、
単
音
節

を
表
わ
す
部
分
（
符
号
＜
仮
名
∨
）
　
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
思

い
合
わ
さ
れ
る
の
が
、
曽
田
氏
の
先
の
発
見
で
あ
る
。
円
堂
点
の
単
音
節
符
号

は
、
B
グ
ル
ー
プ
に
集
中
し
、
こ
の
部
分
は
人
為
的
に
改
変
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。こ

の
点
を
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
る
と
、
円
堂
点
B
グ
ル
ー
プ
は
、
全
て
緩

°

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

0

点
と
い
う
形
体
、
並
び
に
単
音
節
の
符
号
（
仮
名
）
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
、
和

歌
体
株
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
有
斑
的
性
格
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
に

於
け
る
ヲ
コ
ト
点
は
、
合
計
三
十
六
ケ
と
い
う
か
な
り
の
数
で
あ
り
、
中
に
は

ウ
・
ネ
・
ホ
・
干
・
イ
な
ど
余
り
用
い
ら
れ
な
い
も
虻
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
点
か
ら
し
て
も
、
ま
ず
は
、
和
歌
体
桜
の
配
列
意
図
が
先
行
し
て
、
そ
の
為

に
使
用
度
の
低
い
も
の
も
含
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。
曽
田
氏

は
、
配
列
の
特
徴
と
し
て
、
H
助
動
詞
メ
リ
が
用
い
ら
れ
、
口
「
畝
傍
山
」
な

る
歌
枕
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
ら
れ
る
（
注
3
文
献
）
。
こ
う
し
た

点
も
、
和
歌
体
桜
の
配
列
意
図
が
先
行
し
た
と
み
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
な

そ
う
し
た
和
歌
体
様
の
配
列
に
、
視
点
法
の
、
今
推
測
す
る
と
こ
ろ
の
乙
点

図
の
、
第
二
壷
・
第
四
壷
・
第
五
壷
な
ど
に
於
け
る
セ
・
ス
・
ル
他
の
単
音
節

符
号
は
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
。
加
え
て
、
必
要
と
あ
ら
ば
第
二
出
に
位
置
す
る

も
の
も
利
用
し
た
と
み
ら
れ
る
。

次
に
、
乙
点
図
第
三
壷
は
、
線
点
と
い
う
形
体
で
あ
る
。
そ
の
為
に
、
い
わ

ゆ
る
し
わ
よ
せ
が
き
て
、
そ
の
綾
点
と
い
う
形
体
が
剖
奪
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ

の
表
わ
す
符
号
（
仮
名
）
は
全
て
二
音
節
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の

ま
ま
残
存
し
て
円
堂
点
第
六
壷
に
移
っ
て
い
る
。
・
こ
の
と
き
、
新
た
に
　
「
複

線
」
点
と
い
う
形
体
が
案
出
、
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
校
紋
点
は
、

単
線
点
を
重
ね
た
も
の
、
即
ち
、
既
存
の
形
体
の
倍
加
・
損
用
と
い
う
手
法
に

な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
片
仮
名
「
リ
」
と
の
連
絡
下
に
な
る
も
の
と

も
考
え
ら
れ
、
と
す
れ
ば
、
類
似
す
る
符
号
を
一
括
整
理
す
る
と
い
う
意
識
が

芽
生
え
た
時
点
で
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
尚
、
こ
の
点
壷
の
内
、
ヨ
リ

に
つ
い
て
、
哲
田
氏
は
、
や
は
り
西
黄
点
・
蘇
悉
地
経
寛
弘
五
年
点
と
連
絡
す

る
と
さ
れ
る
が
、
乙
点
図
と
比
較
す
れ
ば
無
理
も
な
く
、
点
壷
全
体
が
説
明
で

き
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。

乙
点
図
第
六
壷
も
、
大
体
の
符
号
・
形
体
、
共
に
円
堂
点
第
七
壷
へ
移
さ
れ

る
。
こ
の
間
に
、
サ
ム
ー
ア
リ
の
相
違
な
ど
が
あ
る
が
、
殊
更
に
問
題
視
す
る

の
は
、
か
え
っ
て
大
局
を
見
失
な
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
円
堂
点
の
上
辺
中
央

虫

は
、
醍
翫
寺
蔵
点
図
集
で
は
コ
　
＝
一
成
シ
ナ
ム
」
、
京
都
大
学
蔵
平
松
本
点

図
（
応
永
三
十
年
写
）
、
及
び
群
書
類
従
第
二
十
八
時
所
収
諸
家
点
図
な
ど
で

5

は
シ
メ
ム
ど
あ
り
、
本
要
記
所
収
点
図
で
は
こ
れ
を
欠
く
が
、
上
辺
右
肩
の
シ

ム
と
共
に
シ
ム
系
の
点
で
は
あ
る
ま
い
か
。
一
つ
の
点
法
そ
の
も
の
に
つ
い
て

も
、
全
体
が
常
に
不
動
の
も
の
で
な
く
、
ど
こ
か
に
ゆ
れ
が
あ
る
こ
と
が
多

い
。
円
堂
点
の
そ
れ
や
生
長
過
程
に
つ
い
て
は
、
築
島
博
士
に
所
説
が
あ
っ

た
。乙

点
図
第
七
壷
も
、
円
堂
点
第
八
壷
へ
ほ
ぼ
移
さ
れ
て
い
る
。
一
筆
書
き
の

釣
点
が
二
肇
吾
き
と
な
っ
て
い
て
、
こ
こ
に
労
力
の
軽
減
化
が
あ
る
（
分
析
的

で
も
あ
る
）
。

乙
点
図
第
八
壷
は
、
円
堂
点
に
相
応
す
る
も
の
が
な
い
。
寛
平
八
年
点
は
、

加
点
年
代
も
古
く
、
或
い
は
単
独
の
用
法
と
い
っ
た
問
題
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
又
、
乙
点
図
そ
の
も
の
の
生
長
・
変
化
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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乙
点
図
第
九
壷
の
、
周
易
抄
古
点
の
ナ
リ
は
、
次
の
条
の
⑳
に
み
え
る
も
の

だ

カミ

こ
と
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
抒
合
）
　
　
　
　
カ

用
　
心
　
∴
榊
（
獣
）
狭
第
節
点
）
　
（
莞
略
）
大
－
有
之
義

ヲ
コ
ト
点
か
ど
う
か
の
点
に
疑
い
が
あ
る
。
O
の
「
な
り
」
は
、
乙
点
図
第

三
壷
の
そ
れ
で
あ
り
、

は
　
　
　
　
ト
ヅ
ク
に
　
　
　
な
ト
ソ
　
周
易
也

漸
封
　
女
帰
　
　
　
　
吉
①

右
の
条
に
も
み
え
て
い
る
。
ア
リ
は
、
上
辺
右
肩
だ
け
（
点
研
、
別
冊
附
録
、

第
四
十
五
図
）
　
で
な
く
、
漢
字
右
傍
に
も
施
さ
れ
る
も
の
で
、
果
し
て
ヲ
コ
ト

点
で
あ
る
か
ど
う
か
間
題
で
あ
る
（
「
有
」
字
の
略
と
み
る
べ
き
か
）
。

乙
点
図
第
十
嘉
の
ス
ル
は
、
箕
島
博
の
分
析
さ
れ
る
、
円
堂
点
の
第
一
段
階

（
甲
）
　
に
み
ら
れ
る
腹
星
点
と
関
連
し
て
問
題
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
　
（
或
い

は
乙
点
図
第
二
義
に
関
わ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
）
。

さ
て
、
両
点
法
に
於
け
る
第
一
義
で
あ
る
。
左
辺
中
央
に
ト
キ
、
上
辺
中
央

に
コ
ト
を
置
く
の
は
、
第
五
が
点
の
内
、
他
種
に
は
み
ら
れ
ず
、
両
者
に
だ
け

み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
、
両
者
の
近
親
性
が
窺
わ
れ
る
。
だ
が
、

乙
点
凹
の
カ
・
ナ
　
（
戒
、
ミ
）
　
は
円
堂
点
で
ケ
ル
・
ヘ
ル
に
番
っ
て
い
る
。
こ

れ
が
、
門
堂
点
B
グ
ル
ー
プ
の
整
備
に
よ
る
し
わ
よ
せ
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
乙

点
図
第
一
義
の
一
部
単
音
節
符
号
が
円
嚢
点
B
グ
ル
ー
プ
へ
収
め
ら
れ
七
為
に

空
目
が
生
じ
る
。
こ
こ
へ
　
（
乙
点
凶
第
二
蓑
以
下
に
）
娘
点
な
ど
で
表
わ
さ
れ

0
0

て
い
た
ケ
ル
・
ヘ
ル
が
代
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
毘
点
に
ケ
ル
・
ヘ
ル
を
置

く
の
も
、
第
五
評
点
の
内
、
他
純
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
し
て
も
、
故
意

的
な
、
し
か
し
、
已
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ヲ
コ
ト
点
は
、
組

織
的
性
格
が
強
い
こ
と
、
各
々
の
点
が
密
な
る
緊
張
闇
係
を
保
持
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

お
よ
そ
、
右
の
よ
う
に
し
て
、
乙
点
図
と
門
堂
点
と
の
脈
絡
は
、
あ
る
程
旺

ま
で
明
按
に
た
ど
り
得
る
。
走
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、
残
る
円
堂
点
C
グ
ル
ー
プ

後
半
三
壷
の
出
自
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
こ
の
条
は
ま
だ
は

っ
き
り
し
な
い
。
た
だ
、
そ
の
第
十
藁
、
タ
マ
フ
に
関
す
る
も
の
に
、
小
林
芳
規

博
士
に
よ
っ
て
帰
納
さ
れ
た
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
稔
伽
中
略
山
念
詞
経
巻
第
一
・

二
・
四
の
角
筆
点
（
乙
点
図
、
延
喜
－
寛
平
頃
）
の
下
図

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ヲ
コ
ト
点
が
、
幾
つ
も
提
出
さ
れ

る
な
ら
ば
、
或
い
は
そ
れ
ら
後
半
三
壷
も
、
乙
点
図
に
よ

っ
て
説
明
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
で
は
未
だ
可
一

ー

　

ソ

1

タ
マ
フ
・
ク
マ
へ

寵
性
は
存
す
る
が
、
又
一
方
、
円
堂
点
自
身
、
そ
の
D
の
第
十
二
藁
が
そ
．
う
で

あ
る
よ
う
に
　
（
築
島
博
士
説
）
、
こ
の
三
壷
も
後
に
栢
入
さ
れ
、
生
長
し
て
き

1
6

た
も
の
と
み
る
余
地
も
あ
ろ
う
。
後
に
点
壷
を
増
補
し
て
い
く
の
は
、
他
の
点

法
に
も
認
め
ら
れ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
乙
点
図
に
於
け
る
（
算
一
・
）

第
二
・
第
四
・
第
五
壷
の
グ
ル
ー
プ
は
、
配
列
上
の
整
備
を
経
て
円
堂
点
B
グ

ル
ー
プ
に
収
め
ら
れ
る
。
乙
点
図
第
一
壷
と
第
三
・
第
六
・
第
七
壷
も
、
円
堂

点
A
と
B
グ
ル
ー
プ
前
半
三
壷
と
へ
摂
収
さ
れ
た
が
、
B
グ
ル
ー
プ
の
整
備
の

為
に
、
よ
っ
て
生
ず
る
若
干
の
配
置
・
形
体
の
変
更
は
已
む
を
得
な
か
っ
た
ろ

う
。整

備
と
は
、
今
、
和
歌
休
様
の
配
列
を
い
う
。
加
点
を
な
す
に
せ
よ
、
奉
読

を
な
す
に
せ
よ
、
こ
れ
は
実
際
使
用
上
の
便
宜
を
計
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

線
点
と
い
う
形
体
の
部
分
に
整
備
の
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
の
が
、
そ
の
一
正

で
あ
る
。
抜
点
は
、
星
点
に
次
ぐ
基
本
的
な
形
体
で
あ
る
。
又
、
同
時
に
、
基

本
的
な
訓
法
を
荷
う
こ
と
が
多
い
。
．
改
変
を
施
し
て
も
、
原
漢
文
訓
読
上
か
ら

帰
納
す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
こ
の
点
が
、
そ
の
整
備
を
許
容
せ
し

め
、
且
つ
又
、
そ
れ
だ
け
に
止
め
し
め
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
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と
こ
ろ
で
、
和
歌
休
枝
の
整
偶
と
称
す
る
と
、
如
何
に
も
深
い
意
味
が
あ
り

0
0

そ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
暗
謁
の
便
を
計
る
音
律
に
過
ぎ
な
い
と
み
る
べ

き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
暗
罰
・
習
得
を
格
段
に
容
易
に
す
る
の
は
、
や
は
り
口

調
で
あ
る
こ
と
、
今
日
で
も
か
わ
り
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の
暗
罰
の
為
に
は
、
全

休
と
し
て
の
完
結
し
た
意
味
は
要
求
さ
れ
な
く
と
も
、
意
味
を
付
与
し
、
せ
め

て
語
句
単
位
に
仕
立
て
る
必
要
が
あ
る
。
右
B
グ
ル
ー
プ
の
場
合
も
、
末
尾
に

至
る
ほ
ど
意
味
不
明
瞭
と
な
り
、
全
休
と
し
て
の
統
一
性
を
欠
い
て
い
る
。
詠
み

出
し
は
比
較
的
自
由
に
語
句
が
構
成
で
き
て
も
、
や
が
て
訓
読
加
点
に
は
縁
の

薄
い
符
号
（
仮
名
）
を
も
取
り
込
ま
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
果
て
は
全
休
的
な

意
味
の
統
一
を
欠
い
た
音
節
（
符
号
）
の
羅
列
と
な
る
。
第
五
壷
な
ど
は
、
そ

れ
ま
で
に
利
用
で
き
な
か
っ
た
符
号
を
並
べ
、
又
、
空
白
を
避
け
て
無
釦
に
で

も
一
音
節
符
号
を
軋
め
込
ん
だ
か
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
る
。

≡

乙
点
国
が
、
円
堂
点
の
祖
点
法
と
な
り
得
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
。
先
学
が

説
か
れ
、
後
に
触
れ
も
す
る
よ
う
に
、
乙
点
図
は
比
叡
山
か
ら
仁
和
寺
へ
伝
承

さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
即
ち
、
択
時
的
に
は
、
円
蛍
点
と
同
じ
訓
読
圏
で
用

い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
、
先
の
香
隆
寺
点

・
逼
田
寺
点
・
浄
光
房
点
・
池
上
律
師
点
そ
の
他
、
同
様
の
可
能
性
を
持
っ
て

い
そ
う
で
あ
る
（
遍
照
寺
点
の
実
際
使
用
例
は
末
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
）
。

従
っ
て
更
に
別
の
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
一
と
し
て
は
、
乙
点

図
が
早
く
か
ら
固
定
し
て
い
た
点
法
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

乙
点
図
に
つ
き
、
築
島
博
士
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
即
ち
、
こ
の
ヲ

コ
ト
点
は
、
単
な
る
一
時
的
個
人
的
な
用
に
止
蔓
ら
ず
、
世
代
に
わ
た
っ
て
伝

承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
固
定
し
た
ヲ
コ
ト
点
の
鼓
古
の
例
と
し
て
指
摘
し
持

る
も
の
で
あ
る
、
と
（
注
9
文
献
）
。
ヲ
コ
ト
点
法
だ
け
で
な
い
。
小
林
博
士

に
よ
れ
ば
、
そ
の
所
用
の
古
点
本
で
は
片
仮
名
字
体
も
亦
、
同
様
で
あ
る
と
さ

れ
る
り恐

ら
く
、
こ
う
し
た
情
況
が
、
乙
点
凶
が
円
堂
点
の
母
体
と
な
る
理
由
の
中

拍

心
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
そ
う
す
れ
ば
、
既
に
固
定
し
、
安
定
し
て
い
た
乙
点
図
を
、
改

め
て
、
円
堂
点
と
成
し
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
。

そ
の
一
は
、
・
歴
史
的
脊
㍍
が
問
題
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
仁
和
寺
広
沢
流

の
、
十
世
紀
後
半
期
（
又
、
十
一
世
紀
初
）
に
は
、
教
学
面
に
何
ら
か
の
変
革

が
生
じ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
寺
流
の
確
立
は
、
こ
の
時
期
に
あ
っ
た
と

E
心
わ
れ
る
。
諸
寺
院
を
包
摂
し
、
寺
勢
の
興
隆
、
規
模
の
拡
大
を
迎
え
た
の
は

こ
の
期
で
あ
る
。
当
然
、
子
弟
も
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、

字
多
法
皇
（
九
三
一
年
輿
六
五
歳
）
の
も
と
へ
」
他
の
寺
院
（
宗
派
）
か
ら

参
集
し
た
、
い
わ
ゆ
る
集
合
体
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
期
に
な
れ
ば
、
仁

和
寺
は
自
身
で
後
継
者
の
春
成
が
可
能
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
子
弟
の
養
成

の
為
に
、
教
育
方
法
上
の
改
革
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
先

に
、
円
堂
点
は
、
音
律
を
用
い
て
い
て
習
得
や
利
用
に
便
利
で
あ
る
と
考
え

た
。
こ
の
利
点
は
、
正
に
右
の
教
育
目
的
と
即
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

十
世
紀
後
半
期
と
は
、
第
三
世
、
寛
朝
（
九
一
六
－
九
九
八
）
　
の
頃
で
あ

る
。
究
朝
は
、
法
皇
の
孫
で
（
故
実
親
王
二
男
）
入
室
の
資
で
も
あ
る
。
天
暦

二
年
（
九
四
八
）
に
は
法
皇
の
南
御
室
に
於
い
て
、
円
堂
三
伯
寛
空
僧
正
を
大

阿
閻
梨
と
し
、
両
部
大
濯
頂
を
受
け
た
。
康
保
四
年
（
九
六
七
）
に
仁
和
寺
別

当
、
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
に
焉
忠
に
替
っ
て
同
法
務
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
広
沢

僧
正
・
遍
照
寺
僧
正
と
号
し
、
本
邦
で
は
、
行
基
・
良
源
に
次
い
で
第
三
番
目

の
大
僧
正
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
今
日
も
仁
和
寺
抗
の
教
学
体
系
を
推
し
て
広
沢
流
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と
称
す
る
。
呼
称
の
由
来
は
、
こ
の
寛
朝
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
兄
弟
弟
子

に
寛
忠
（
後
述
）
、
資
に
清
寿
（
後
述
）
　
が
い
る
。

さ
て
、
そ
の
二
は
、
乙
点
図
を
改
め
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
、
問
題
が
あ
り

そ
う
で
あ
る
。
円
堂
点
を
全
体
的
に
み
れ
ば
、
こ
れ
は
部
分
的
な
符
号
の
配
置

換
え
で
あ
り
、
増
補
で
あ
る
。
線
点
が
無
秩
序
に
並
ん
で
お
れ
ば
混
乱
も
生
じ

易
い
が
、
音
律
を
利
用
し
て
反
省
・
修
正
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

我
々
の
日
か
ら
す
れ
ば
、
人
為
性
の
介
入
と
い
う
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
実

際
に
は
部
分
的
な
手
直
し
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
い
う
な
れ
ば
、
従
前
の
乙

点
図
と
い
う
点
法
を
、
よ
り
容
易
に
理
解
し
、
施
行
し
て
い
く
為
の
修
正
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
乙
点
図
の
固
定
的
性
格
に
抵
触
す
る
も
の
と
は
、
一
口
に
言
い

切
れ
な
い
。
固
定
的
性
格
は
、
む
し
ろ
そ
の
ま
ま
円
堂
点
に
も
継
承
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

四

乙
点
図
は
、
比
叡
山
（
寛
平
八
年
点
）
か
ら
仁
和
寺
へ
伝
承
さ
れ
た
と
さ
れ

る
。
仁
和
寺
系
乙
点
図
の
例
と
し
て
、
現
段
階
で
は
、
周
易
抄
古
点
（
仁
和
寺

天
台
宗
）
　
二
二
摩
地
法
天
暦
三
年
点
（
仁
和
寺
畢
言
宗
）
　
が
掲
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
だ
け
で
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
執
れ
も
純
然
た
る
仁
和
寺
僧
侶
の
加
点
で

打

あ
る
と
言
い
切
れ
な
い
憾
み
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
む
し
ろ
逆
に
、
円
堂
点
の

祖
点
法
が
乙
点
図
で
あ
れ
ば
、
仁
和
寺
系
乙
点
図
の
存
在
は
認
め
ら
れ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

円
堂
点
の
制
作
段
階
、
時
期
に
つ
い
て
は
、
築
島
博
士
の
説
か
れ
る
と
お
り

か
も
し
れ
な
い
。
点
図
集
に
一
応
合
致
す
る
円
堂
点
の
初
出
も
、
現
在
の
と
こ

ろ
は
十
世
紀
初
、
高
山
寺
蔵
金
剛
頂
稔
伽
経
三
巻
の
寛
弘
五
年
或
い
は
長
元
八

年
点
あ
た
り
と
み
る
他
な
い
。
中
田
博
士
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
も
の
に
、
仁

和
寺
蔵
金
剛
頂
漁
伽
護
摩
儲
軌
一
帖
の
康
和
五
年
（
二
〇
三
）
点
が
あ
り

（
点
研
、
三
九
四
・
四
二
八
重
）
、
こ
の
奥
に
は
左
記
が
あ
る
。

康
和
五
年
正
月
五
日
於
鳥
羽
御
壇
所
奉
受
了

僧
実
寛

此
点
本
奥
云
求
法
沙
門
釈
櫛
矧
之

l
本

於
遍
照
寺
濯
頂
院
伝
受
之

大
師
大
僧
正
御
伝
、

正
暦
二
年
夏
安
居
六
月
廿
日

（
尊
名
）

清
寿
（
九
五
九
－
一
〇
一
六
）
と
は
寛
朝
の
資
で
あ
り
、
こ
の
康
和
五
年
加

点
の
円
堂
点
が
正
暦
二
年
（
九
九
一
）
の
移
し
で
あ
る
な
ら
ば
、
円
堂
点
は
、

十
世
紀
末
に
は
寛
朝
の
周
辺
で
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
康
和

五
年
点
は
、
正
暦
二
年
の
点
法
そ
の
ま
ま
で
は
な
か
ろ
う
と
さ
れ
る
（
往
4
、

口
頭
発
表
）
。

他
方
、
仁
和
寺
系
乙
点
図
の
下
限
を
示
す
訓
点
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
右
の
三

産
地
法
天
暦
三
年
（
九
四
九
）
点
で
し
か
な
い
。
乙
点
図
そ
切
も
の
の
下
限
で

あ
れ
ば
、
現
在
、
平
安
時
代
後
期
、
長
保
（
九
九
九
－
一
〇
〇
四
）
頃
ま
で
下

る
が
（
石
山
寺
蔵
守
護
固
界
主
陀
羅
尼
纏
十
巻
の
自
点
・
朱
点
）
、
こ
れ
は
石

山
寺
に
係
わ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

金
剛
頂
翰
伽
修
習
三
産
地
法
一
帖
（
楕
紙
十
二
葉
）
天
暦
三
年
点
の
本
文

は
、
延
長
八
年
（
九
三
〇
）
の
音
写
に
係
る
（
石
山
寺
旧
蔵
、
東
京
教
育
大
学

現
蔵
）
。
外
題
に
「
三
摩
地
法
池
上
御
点
本
」
と
あ
り
（
共
に
平
安
時
代
中

期
墨
筆
、
但
し
、
下
五
ケ
字
は
別
筆
）
、
奥
に
は
次
の
識
語
が
あ
る
。

A
本
文
に
一
行
空
自
を
お
い
て
V

金
剛
頂
経
翰
伽
惰
習
枇
靡
遮
那
三
摩
地
法
（
尾
題
）
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A
本
文
と
別
筆
の
薄
墨
V

康
保
二
年
正
月
廿
四
日
授
矧
朝
法
師
了
　
其
間
侯
剰
院
出
川

A
本
文
と
同
筆
V

延
長
八
年
五
月
廿
八
日
円
嘗
二
僧
矧
空
l
大
穂
謂
之
冊
川
棚
刷

A
朱
筆
Ⅴ

以
天
暦
三
年
六
月
十
日
授
仁
究
禅
解
析
至
寺
師
了

（
「
解
」
字
は
「
師
」
字
の
よ
う
に
も
み
え
る
）

ま
ず
、
延
長
の
条
に
み
え
る
寛
空
（
八
八
四
1
九
七
二
）
t
は
、
香
隆
寺
・
蓮

台
寺
と
号
し
た
。
承
平
元
年
（
九
三
一
）
に
円
堂
院
、
南
御
室
を
受
如
し
、
円

堂
三
相
阿
闇
梨
と
な
り
、
こ
れ
を
辞
し
た
の
は
、
そ
の
苑
去
前
年
の
天
禄
二
年

二
月
で
あ
っ
た
（
注
1
9
文
献
、
一
一
六
・
一
一
七
頁
。
注
1
5
文
献
）
。
円
行
・

神
目
・
宇
多
法
皇
・
鶴
男
な
ど
に
学
ん
だ
。
観
音
院
寛
意
に
至
る
法
系
は
次
の

よ
う
に
な
る
。

済
延

宇
多
法
皇
　
－

（
八
六
七
－
九
三
一
）

21

（
ト
認
許
）

－

　

寛

智

1

（
ト
詔
㌘
）

寛
意

（
l
九
謡
四
九
）
　
　
（
長
裟
九
）
（
ト
望
禦
）



奥
吉
の
「
門
生
」
と
は
仁
和
寺
円
堂
院
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
所
司
三
伯
が
照
山

か
れ
た
。
木
型
記
に
は
、
「
三
僧
初
例
事
」
　
（
門
生
院
中
門
の
条
）
と
し
て
、

「
或
記
伝
、
観
l
矧
矧
且
、
延
喜
元
年
補
仁
和
寺
円
堂
院
三
相
、
甥
同
揺
寛
蓮

，
定
超
、
禁
，
」
と
み
え
る
（
注
1
5
文
献
、
三
四
一
百
）
。

受
学
し
た
仁
党
・
掃
罪
な
ど
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
究
朝
の
濯
頂
弟

子
十
七
人
中
に
「
雅
守
誓
」
と
み
え
る
。
築
島
博
士
は
、
－
字
多
法
皇
－

寛
要
－
寛
忠
－
雅
守
、
と
い
う
血
既
を
以
っ
て
（
血
肱
類
集
記
）
、
天
輿
二
年

点
の
加
点
者
に
斑
忠
を
比
定
さ
れ
た
（
注
9
文
献
）
。
こ
れ
は
穏
当
な
と
こ
ろ

0

　

°

と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
外
題
下
の
「
池
上
御
点
本
」
と
は
寛
忠
の
こ
と
で
は
な

か
ろ
う
か
。
別
に
こ
れ
を
寛
空
の
点
本
の
意
と
す
る
説
も
あ
る
が
　
（
点
法
未

詳
。
点
研
、
四
二
七
蔓
、
左
記
に
よ
っ
て
「
池
上
」
は
寛
忠
の
こ
と
と
思
わ

れ
る
。寛

忠
は
、
池
上
に
止
住
し
た
と
い
う
。
仁
和
寺
詔
院
家
記
（
注
2
1
文
献
、
三

一
六
g
に
、
「
池
上
　
双
岡
東
方
也
、
或
記
伝
、
池
上
寺
宝
忠
僧
都
建
立
」

と
の
項
孟
就
け
、
こ
こ
に
は
、
禦
良
（
我
先
寺
）
・
覚
忠
（
我
党
寺
）
．
中
引

（
寛
朝
付
法
）
・
顆
尊
（
浄
光
院
）
な
ど
の
人
物
・
序
列
が
み
ら
れ
る
（
止
住

寺
・
師
資
に
関
す
る
注
あ
り
）
。
池
上
の
池
に
は
我
覚
寺
・
浄
光
院
な
ど
が
あ

る
。
後
者
は
浄
光
房
点
に
関
す
る
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
は
、
池
上
寺
と
も
称
し

た
ら
し
い
が
（
顕
控
木
）
、
「
我
覚
寺
」
の
条
に
は
（
恵
山
霞
写
本
、
二
九
八

重
）
、
寛
忠
が
初
位
に
あ
り
、
寛
忠
（
「
按
皇
孫
、
同
入
室
、
醇
祐
内
供
附
法

（
両
部
涯
頂
）
、
岬
池
上
大
僧
都
」
、
父
教
団
親
王
、
貞
元
二
年
（
九
七
七
）

四
月
入
城
、
七
二
歳
）
・
寛
救
（
擬
緊
付
注
）
・
延
救
・
平
救
（
「
或
寛
忠
附

法
、
聖
経
等
相
伝
之
云
〝
」
）
そ
の
他
の
人
物
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

究
忠
は
、
寛
室
か
ら
も
渾
頂
を
重
受
し
、
安
和
二
年
（
九
六
八
）
か
ら
貞
元

2

二
年
（
九
七
七
）
ま
で
末
寺
三
長
者
・
二
長
者
を
務
め
た
（
天
禄
二
年
ま
で
寛

空
が
一
長
者
）
。
入
減
時
に
は
、
仁
和
寺
法
務
を
務
め
て
い
た
ら
し
い
（
同
年

十
一
月
寛
朝
が
替
っ
て
任
ぜ
ら
れ
る
。
注
1
9
文
献
）
。

寛
忠
が
、
宇
多
法
皇
の
孫
で
あ
り
、
入
室
の
資
で
も
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼

の
乙
点
図
利
用
も
容
易
に
理
会
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

又
、
右
に
よ
れ
ば
、
仁
和
寺
系
乙
点
図
は
、
少
な
く
と
も
源
仁
（
八
一
八
－

八
八
七
）
・
観
賢
八
八
五
三
－
九
二
五
、
昌
泰
年
中
に
仁
和
寺
別
当
）
・
寛
忠

が
止
住
し
た
池
上
・
我
覚
寺
の
あ
た
り
に
伝
存
し
て
い
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

源
仁
・
益
信
・
聖
宝
・
勧
賢
の
法
流
・
人
物
が
、
天
台
宗
の
幽
仙
（
仁
和
寺
別

当
初
代
）
・
増
命
と
共
に
、
字
多
法
皇
と
深
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
、
赤
据

2・
1

氏
他
に
言
及
が
あ
り
、
仁
和
専
史
料
随
処
に
よ
っ
て
も
現
い
得
る
。
思
う
に
、

古
来
の
益
信
や
聖
宝
の
流
れ
と
、
新
ら
し
く
始
ま
っ
た
仁
和
寺
流
と
の
接
点
の

一
つ
が
、
右
の
池
上
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

先
に
は
又
、
究
忠
が
石
山
寺
の
法
流
に
も
連
な
っ
て
い
る
こ
と
を
み
て
き

た
。
同
流
は
、
聖
宝
1
租
賢
－
淳
祐
－
究
忠
－
探
究
－
探
租
と
続
く
も
の
で
あ

2
5

る
。
延
市
十
六
・
七
年
頓
に
は
、
字
多
法
皇
の
石
山
寺
御
車
も
度
々
行
な
わ
れ

た
こ
と
が
、
大
和
物
語
為
家
本
第
一
七
二
段
・
窮
恒
集
西
本
廠
寺
本
・
石
山
寺

縁
起
な
ど
に
よ
っ
て
抗
い
知
ら
れ
る
。

石
山
寺
に
伝
存
す
る
乙
点
図
所
用
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
築
島
博
士
・
小
林

博
士
の
言
及
が
あ
る
。
小
林
博
士
は
、
「
（
乙
点
凶
の
）
系
譜
は
二
つ
認
め
ら

れ
」
、
「
仁
和
寺
栗
叩
昔
も
石
山
寺
を
通
じ
て
伝
わ
っ
た
も
の
か
」
、
「
天
台

宗
の
叡
山
の
点
法
が
一
は
石
山
寺
に
伝
わ
り
、
他
は
仁
和
寺
に
伝
わ
っ
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
先
の
「
池
上
御
点
本
」
も
参
考
に
な
る
と
さ

れ
た
。
果
し
て
、
こ
の
頃
、
克
忠
以
外
の
石
山
寺
憎
が
乙
点
図
を
用
い
た
か
ど

う
か
、
石
山
寺
か
ら
仁
和
寺
へ
伝
承
さ
れ
た
と
言
え
る
か
ど
う
か
、
又
、
乙
点

図
を
石
山
寺
・
仁
和
寺
の
二
系
譜
に
分
け
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
、
点
法
（
第
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二
群
点
・
第
三
群
点
と
第
五
群
点
と
の
そ
れ
ぞ
れ
）
　
の
継
承
流
伝
の
面
か
ら
す

れ
ば
、
や
は
り
未
だ
問
題
は
残
る
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
寛
忠
の
名
を
掲
げ
ら

れ
た
の
は
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
の
三
摩
地
法
古
点
の
奥
古
、
そ
の
康
保

の
条
末
に
は
「
其
間
候
東
院
」
と
あ
る
　
（
「
充
堂
」
．
・
「
東
宮
」
　
な
ど
と
判
読

す
る
研
究
者
も
あ
る
）
。
こ
れ
は
、
石
山
寺
蔵
秘
蔵
宝
璃
巻
上
一
巻
首
欠
の
奥

東
田
、
「
建
久
九
年
八
月
十
九
日
以
石
山
寺
東
院
房
奉
伝
受
文
泉
房
阿
闇
梨
御
房

了
（
下
略
）
」
（
点
研
、
四
二
六
中
日
、
円
堂
点
加
点
本
）
　
の
如
き
に
よ
っ
て
理
解

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

尤
も
、
淳
祐
（
八
九
〇
－
九
五
三
）
は
第
八
群
点
、
順
暁
和
尚
点
を
用
い
て

い
る
。
し
か
し
、
彼
の
　
（
或
い
は
そ
の
資
の
）
加
点
し
た
石
山
寺
蔵
蘇
番
地
掲

羅
纏
略
琉
巷
宗
田
・
同
五
・
同
六
の
三
巻
、
天
暦
五
年
ぷ
点
は
、
既
出
の
寛
平

八
年
憐
昭
識
語
本
（
巷
第
二
・
同
七
の
二
巻
）
の
槙
巻
で
あ
る
。
然
も
、
・
巻
第

七
の
巻
尾
に
、
そ
の
天
暦
時
の
加
点
奉
読
の
識
語
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
淳
拓
の
身
辺
に
も
乙
点
図
が
存
在
し
た
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
円
盤
点
（
の
原
型
、
第
一
段
階
）

が
乙
点
図
を
母
体
と
す
る
と
言
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
池
上
の
寛
忠
と
観
音
院

観
意
と
の
問
、
即
ち
、
究
明
・
済
信
・
済
延
の
学
問
圏
及
び
時
間
帯
で
制
作
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
り
詳
細
な
と
こ
ろ
は
1
　
こ
れ
に
沿
っ
て
考
究
し
て
い

け
る
わ
け
だ
が
、
両
点
法
問
の
接
点
は
、
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
更
に
実
証
的

に
探
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

五

水
は
点
に
も
、
「
カ
ミ
ナ
ツ
キ
」
の
配
列
が
あ
り
、
円
全
点
と
の
前
後
関
係

が
問
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
次
の
二
点
を
述
べ
る
に
止
め
る
。
実
際
の
加
点
例

が
未
だ
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
点
図
集
の
問
に
誤
写
や
少
異
と
み
ら
れ
る
も
の

が
あ
っ
て
明
確
な
こ
と
は
述
べ
が
た
い
。

そ
の
一
は
、
乙
点
図
と
円
堂
点
と
の
脈
絡
が
否
定
で
き
な
い
こ
と
、
乙
点
図

か
ら
水
屋
点
へ
と
い
う
流
れ
が
容
易
に
求
め
が
た
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
円
堂

点
は
水
尾
点
よ
り
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
説
明
を
省
く
が
、
符
号
　
（
仮

名
）
　
の
配
置
方
法
・
形
体
の
用
い
方
な
ど
、
点
壷
を
総
体
的
に
比
較
し
て
も
、

水
尾
点
の
方
が
円
堂
点
よ
り
も
組
織
的
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
水
屋
点
は
円
堂
点

を
模
放
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
二
は
、
水
尾
点
の
第
二
畳
は
下
図

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
既
出
0
延
応
本

に
よ
る
）
。
四
隅
は
、
テ
ヲ
ニ
ハ
と
あ
る

の
で
あ
っ
て
、
為
に
、
中
田
博
士
は
こ
れ

を
第
一
群
点
と
し
て
分
類
さ
れ
、
第
一
項

に
抄
出
す
る
よ
う
な
位
置
付
け
を
な
さ
れ

た
　
（
点
研
」
一
五
九
・
五
二
四
百
）
。
次

い
で
博
士
は
、
　
成
実
論
天
長
五
年

ヲ

ト
キ
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（
八
二
八
）
点
や
飯
事
切
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
平
安
初
期
古
点
の
音
加
符

号
・
星
点
コ
ト
に
類
縁
性
を
認
め
ら
れ
、
こ
の
水
尾
点
は
、
点
譜
上
の
虚
構
で

も
大
い
な
る
誤
写
で
も
な
い
、
現
存
資
料
を
招
来
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た

（
点
研
、
三
〇
一
貢
）
。

尖
際
の
所
用
例
の
発
掘
は
必
至
な
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
日
田
氏
の
御
指
摘

（
注
3
文
献
）
　
の
よ
う
に
、
そ
の
緩
点
配
列
は
円
堂
点
の
そ
れ
と
会
同
で
あ

る
。
即
ち
、
後
世
的
な
編
成
の
手
が
入
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
円
堂
点
よ
り

も
後
に
成
っ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

又
、
天
長
五
年
点
な
ど
の
漬
接
的
後
発
と
し
て
大
乗
掌
珍
論
承
和
元
年
点
・

大
智
度
論
天
安
二
年
点
・
中
槻
論
古
点
な
ど
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
に
は



既
に
右
辺
中
央
の
屋
点
コ
ト
は
失
せ
て
い
る
。
中
田
博
士
は
、
そ
れ
故
に
、
水

尾
点
は
平
安
時
代
最
初
頭
の
ヲ
コ
ト
点
の
顕
著
な
特
徴
を
牢
見
る
も
の
と
述
べ

ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
昆
点
は
、
他
の
点
壷
に
緑
点
な
ど
で
配
置
さ
れ
て
い

た
も
の
が
移
動
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
五
群
点
で
は
、
ま
ず
、
第

一
壷
左
辺
中
央
に
ト
キ
（
ト
キ
ニ
）
を
密
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
石

山
寺
蔵
守
舐
国
界
主
陀
躍
尼
経
七
巻
平
安
後
期
点
や
紀
伝
点
な
ど
が
そ
の
例
で

あ
る
。
右
辺
中
央
に
コ
ト
を
置
く
も
の
に
は
、
池
上
阿
聞
梨
点
・
明
疑
点
・
紀

伝
点
そ
の
他
、
点
図
集
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
注
9
文
献
）
な
ど
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
水
尾
点
だ
け
を
特
殊
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
よ
う
で
あ

る
。
次
に
、
苦
・
訓
符
号
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
も
と
は
明
経
点
・
紀
伝
点

・
丙
点
図
（
注
9
文
融
、
一
〇
二
二
〇
三
貢
）
に
み
る
よ
う
な
顔
点
と
い
う

形
体
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
円
堂
点
同
様
の
整
備

の
為
に
、
そ
の
形
体
・
位
置
は
変
更
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
、

第
二
宜
の
音
・
訓
符
号
が
伯
か
ら
移
動
し
て
き
た
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
は
、
も

と
、
カ
・
ナ
（
究
平
八
年
憐
昭
識
語
本
、
三
摩
地
法
天
野
二
年
点
）
、
カ
・
ミ

（
周
易
抄
古
点
）
、
ム
・
ス
（
浄
光
房
点
・
池
上
阿
闇
梨
点
・
中
右
記
寛
治
元

年
条
点
図
な
ど
の
紀
伝
点
・
猿
投
神
社
蔵
古
文
孝
経
建
久
六
年
写
表
紙
点
図
な

ど
の
閉
経
点
・
高
山
寺
蔵
蘇
露
地
法
二
帖
天
事
四
年
点
・
高
山
寺
蔵
白
氏
文
集

巻
第
三
新
楽
府
上
錐
介
時
代
写
点
図
、
他
）
、
或
い
は
、
ト
・
レ
・
モ
・
シ
、

な
ど
（
他
、
第
五
群
点
）
等
々
が
位
置
し
て
い
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
音
・
訓

符
号
を
第
二
壷
以
下
に
線
点
な
ど
で
表
わ
す
場
合
に
つ
い
て
は
、
例
も
多
い
こ

と
故
、
省
い
て
よ
か
ろ
う
。

水
尾
点
の
昆
点
上
辺
の
ヲ
と
コ
（
ニ
）
と
を
入
れ
換
え
れ
ば
、
こ
れ
は
第
五

群
点
で
あ
る
。
第
二
壷
以
上
も
、
仁
和
寺
系
第
五
群
点
と
極
め
て
近
し
い
性
格

を
持
つ
。
こ
う
し
た
点
か
ら
す
れ
ば
、
右
の
考
え
方
（
枚
討
方
法
）
は
決
し
て

無
理
な
も
の
で
な
い
。
こ
こ
に
於
い
て
、
水
足
点
と
平
安
初
期
古
点
と
を
、
直

接
的
に
結
び
付
け
る
必
然
性
は
失
せ
る
の
で
あ
る
。
第
二
壷
以
下
を
、
飯
宝
切

古
点
・
天
長
五
年
点
と
比
較
し
て
み
て
も
、
概
ね
合
致
し
な
い
こ
と
が
知
ら
れ

よ
う
。

六

諸
先
学
の
御
研
究
に
導
か
れ
て
私
見
を
述
べ
た
。
築
島
博
士
に
よ
る
「
乙
点

図
」
所
用
文
献
の
発
見
と
、
曽
田
氏
に
よ
る
円
堂
点
の
抜
点
部
分
に
於
け
る
発

見
と
は
、
本
稿
執
筆
に
と
．
っ
て
殊
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

円
堂
点
は
、
同
じ
第
五
群
点
の
、
乙
点
図
を
母
体
と
し
、
部
分
的
な
手
直
し

を
な
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
乙
点
斑
か
ら
、
綾
点
の
部
分
に
主
眼

を
置
く
整
備
を
経
た
の
が
円
堂
点
で
あ
ろ
う
。
本
来
は
、
自
然
発
生
的
で
あ
ろ

う
ヲ
コ
ト
点
が
、
今
こ
こ
に
は
人
為
的
に
再
編
成
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
ヲ
コ

ト
点
発
達
史
上
、
一
つ
の
画
期
的
な
操
作
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
、
現
実
的
に

は
従
前
の
点
法
を
上
り
や
さ
し
く
理
解
し
、
施
行
し
て
い
く
為
の
修
正
で
あ
る

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
乙
点
図
の
国
定
的
性
格
は
、
円
堂
点
に
も

そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
よ
う
。
和
歌
体
棟
の
配
列
、
円
堂
院
で
の
所
用
と
い

っ
た
要
因
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
棺
後
の
門
生
点
が
、
他
を
圧
し
て
盛
況
に
至

る
の
も
こ
こ
に
大
因
が
あ
ろ
う
。
或
い
は
逆
に
、
他
を
圧
す
る
強
い
勢
力
が
、

そ
の
性
格
の
継
承
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
意
味
で
は
、

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

乙
点
図
を
苗
円
堂
点
、
円
堂
点
を
新
乙
点
図
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。

整
楯
は
、
新
ら
し
く
始
ま
っ
た
学
続
、
仁
和
寺
広
沢
流
の
確
立
と
、
そ
れ
に

併
行
す
る
教
育
方
法
上
の
改
善
が
然
ら
し
め
た
と
思
わ
れ
る
。
天
暦
三
年
（
九

四
九
）
の
仁
和
寺
系
乙
点
図
か
ら
、
十
一
世
紀
初
、
或
い
は
十
世
紀
末
の
円
党
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点
の
出
現
ま
で
、
凡
そ
半
世
紀
の
資
料
不
足
も
、
や
が
て
、
右
図
式
に
沿
っ
て

埋
ま
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

乙
点
図
か
ら
円
堂
点
へ
、
と
い
う
流
れ
は
、
学
問
の
流
れ
、
文
化
の
流
れ
を

示
唆
す
る
。
ヲ
コ
ト
点
法
史
に
限
っ
て
み
て
も
、
い
ろ
い
ろ
興
味
あ
る
問
題
を

提
起
す
る
。
少
な
く
と
も
、
乙
点
図
は
旧
に
倍
し
て
重
要
な
意
味
を
占
め
て
く

る
。
円
堂
点
、
又
、
そ
の
周
辺
に
あ
る
仁
和
寺
系
第
五
群
点
に
対
し
て
も
、
具

体
的
な
一
歩
進
ん
だ
方
向
性
あ
る
視
点
が
設
定
で
き
る
。
円
堂
点
の
場
合
は
、

そ
れ
が
鍔
用
さ
れ
た
だ
け
に
、
右
図
式
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
第
五

群
点
の
総
整
理
は
、
い
わ
ば
仁
和
寺
広
沢
流
前
史
の
究
明
と
い
う
点
で
も
必
要

な
も
の
で
あ
る
。

水
尾
点
に
つ
い
て
は
、
未
だ
十
分
に
明
ら
か
で
な
い
。
祁
琉
本
点
図
集
に
注

記
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
実
際
所
用
文
献
の
発
桐
を
侠
ち
、
後
日
の
検
討

に
委
ね
た
い
。

注
　
1
　
中
田
祝
夫
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
」
の
「
総
論
岩
」
、
三
九
一
百
。

以
下
に
は
右
文
献
を
「
点
研
」
と
称
す
る
。

2
　
和
歌
三
十
一
字
に
五
字
余
る
。
星
点
を
併
せ
れ
ば
「
い
ろ
は
」
四
十

七
字
に
ア
オ
ユ
ロ
ワ
ヱ
の
六
字
を
欠
く
。

3
　
曽
田
文
雄
「
点
凶
の
有
機
的
性
格
　
－
　
円
蛍
点
を
中
心
に
　
－
　
」
国

語
国
文
、
二
九
ノ
二
、
昭
三
五
・
二
（
訓
点
語
学
会
、
昭
三
四
・
二

・
二
、
日
再
発
表
）
。

4
　
築
島
裕
「
『
点
図
集
』
の
成
立
に
つ
い
て
」
国
語
と
国
文
学
、
四
二

ノ
二
一
、
時
四
〇
・
二
一
。

同
「
円
堂
点
の
成
立
と
展
開
」
訓
点
語
学
会
、
昭
四
八
・
六
・
二

5

口
頭
発
表
。

（
†
こ

金
児
（
中
田
）
祝
夫
「
石
山
寺
蔵
蘇
霹
地
掲
花
数
略
疏
の
寛
平
八
年

訓
点
に
就
い
て
」
国
語
国
文
、
三
一
ノ
五
、
昭
一
八
・
五
。

6
　
注
1
文
献
、
三
八
七
貢
、
他
、
三
八
九
・
五
二
日
等
。

7
　
吉
沢
義
則
「
裏
喜
郡
の
乎
古
止
点
」
国
語
国
文
の
研
究
、
所
収
、
一

五
五
貢
。

8
　
点
図
集
に
於
け
る
侠
名
（
不
知
名
）
　
の
こ
の
点
図
に
対
し
て
、
中
田

博
士
が
こ
の
よ
う
に
仮
称
さ
れ
た
。

9
　
築
島
裕
「
平
安
時
代
語
新
論
」
八
八
・
八
九
貫
。

1
0
　
打
田
文
雄
「
高
野
山
光
別
院
所
蔵
蘇
露
地
拘
羅
踵
の
ヲ
コ
ト
点
」
訓

点
語
と
訓
点
資
料
、
第
一
餌
、
昭
二
九
・
四
。

同
「
高
野
山
光
明
院
『
蘇
悉
地
掲
羅
経
』
寛
弘
点
の
識
語
」
訓
点
語

と
訓
点
資
料
、
第
二
五
租
、
階
三
八
・
三
。

注
3
文
献
。

1
1
　
別
に
、
吉
沢
博
士
に
は
、
円
盤
点
は
益
信
の
点
か
ら
、
宇
多
法
皇
の

工
夫
に
よ
っ
て
生
れ
た
も
の
、
円
堂
点
は
同
法
皇
の
御
点
で
あ
る
、
と

い
う
言
及
が
あ
る
（
注
7
文
献
、
l
五
丁
一
五
五
二
五
六
百
、
二

三
四
訂
）
。

1
2
　
清
水
寺
蔵
相
日
拝
駄
都
私
記
に
は
、
永
延
三
年
（
九
八
九
）
賓
輿
自

筆
の
欝
写
識
語
が
あ
り
、
こ
れ
に
点
図
集
と
合
致
す
る
円
堂
点
が
施
さ

れ
て
い
る
ら
し
い
が
、
古
い
御
調
査
で
確
証
と
な
し
得
な
い
と
さ
れ

る
　
（
注
4
文
献
）
。
私
に
は
、
真
東
と
円
堂
点
と
の
関
わ
り
が
理
会

L
が
た
い
。

1
3
　
三
保
忠
夫
「
点
図
集
に
於
け
る
型
二
群
点
に
つ
い
て
　
－
　
第
五
群
点

と
の
関
わ
り
　
－
　
」
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
集
会
、
昭
四
九
・

六
・
二
三
、
口
頭
発
表
。

池
上
律
師
点
に
二
重
を
加
え
た
も
の
が
浄
光
房
点
で
あ
ろ
う
こ
と
に
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つ
い
て
、
小
冊
博
士
の
御
指
摘
が
あ
る
（
点
研
、
四
三
〇
頁
）
。

1
4
　
㍍
青
叫
裕
「
天
台
宗
の
ヲ
コ
ト
点
に
つ
い
て
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
、

第
三
二
餌
、
昭
四
一
・
二
。

1
5
　
「
本
妻
記
」
（
頭
語
著
）
仁
和
寺
史
料
、
寺
誌
編
二
、
三
三
九
貢
。

1
6
　
円
堂
点
制
作
に
際
し
て
、
乙
点
図
以
外
の
「
点
法
」
が
参
照
さ
れ
、

利
用
さ
れ
る
こ
と
は
果
し
て
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
提
点
・
抜
点
そ

の
他
、
多
く
の
点
責
が
乙
点
図
で
説
明
で
き
る
為
に
、
こ
う
な
る
と
、

か
え
っ
て
そ
の
よ
う
な
点
法
の
有
無
が
知
り
が
た
い
こ
と
に
な
る
。

1
7
　
小
林
芳
規
「
平
安
中
期
の
仮
名
字
体
に
つ
い
て
」
訓
点
語
学
会
、
昭

四
八
・
一
〇
二
一
六
、
口
頭
発
表
。

同
「
平
安
中
期
訓
点
資
料
の
仮
名
字
体
と
訓
読
法
」
国
語
と
国
文
学
、

五
一
ノ
四
、
昭
四
九
・
四
。

1
8
　
宇
多
法
皇
が
乙
点
図
を
用
い
ら
れ
た
ら
し
い
こ
と
も
（
周
易
抄
古

点
）
、
或
い
は
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

1
9
　
「
仁
和
寺
御
伝
」
（
朗
紹
悪
写
本
）
仁
和
寺
史
料
、
寺
誌
編
二
、
二

八
百
。

2
0
　
仁
和
寺
の
草
創
当
初
が
天
台
宗
で
あ
っ
て
も
、
周
易
抄
古
点
が
＜
仁

和
寺
天
ム
忠
小
∨
　
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
は
直
ち
に
言
い
切
れ
な
い
。

周
易
抄
の
性
格
　
（
内
容
）
　
か
ら
し
て
、
そ
の
出
家
　
（
昌
泰
二
年
、
八

九
九
）
前
の
加
点
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
又
、
三
厚
地
法
天
暦
三

年
点
は
、
石
山
寺
旧
蔵
木
で
あ
り
、
そ
の
加
点
者
と
推
測
さ
れ
る
、
先

忠
は
、
石
山
寺
（
淳
祐
）
　
の
法
流
に
も
連
な
る
（
後
述
）
。

2
1
　
「
仁
和
寺
諸
院
家
記
」
（
恵
山
轟
写
本
）
仁
和
寺
史
料
、
寺
誌
福
一
、

二
九
〇
日
。

2
2
　
「
仁
和
寺
相
承
税
記
」
仁
和
寺
史
料
、
寺
誌
編
一
、
一
二
五
頁
。

2
3
　
「
東
寺
長
者
補
任
」
群
書
湖
従
、
第
三
餌
。

2
4
　
赤
堀
又
次
郎
「
仁
和
寺
に
な
る
ま
で
　
（
上
・
下
）
」
歴
史
地
押
、
三

七
ノ
一
二
一
、
大
正
一
〇
。

5262728

2

佐
和
隆
研
「
石
山
寺
の
歴
史
と
文
化
財
」
仏
教
芸
術
、
第
九
四
号
、

昭
四
八
・
一
二
。

築
島
裕
「
石
山
寺
経
蔵
の
古
点
本
類
に
つ
い
て
」
仏
教
芸
術
、
第
九

四
号
。小

林
芳
斑
「
石
山
寺
所
蔵
の
角
筆
点
資
料
に
つ
い
て
」
仏
教
芸
術
、

第
九
四
号
。

史
料
大
成
　
中
右
記
H
、
同
年
十
二
月
二
十
四
日
の
条
。

築
島
博
士
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
ヲ
コ
ト
点
に
誤
写
は
な
い
か
と
も
お

考
え
に
な
っ
て
い
る
。

付
記
123

本
稿
は
、
小
林
芳
規
先
生
の
御
指
導
と
諸
資
料
の
御
教
示
と
を
賜
っ

て
草
し
た
も
の
で
あ
る
。

築
島
裕
先
生
、
稲
賀
敬
二
先
生
・
小
沢
サ
ト
子
氏
に
は
、
諸
面
に
わ

た
る
多
大
の
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
。

大
坪
併
治
先
生
か
ら
、
周
易
抄
古
点
の
ナ
リ
の
条
で
触
れ
た
①
は
、

「
視
製
本
で
は
ヲ
コ
ト
点
が
ど
う
か
不
明
」
、
①
は
、
「
ナ
は
実
字
と
ヲ

コ
ト
点
と
を
問
わ
ず
、
『
有
』
か
ら
来
た
も
の
と
み
る
の
が
自
然
」
　
で

あ
る
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
、
種
々
の
御
教
示
を
賜
っ
た
。
又
、
築
島
裕

先
生
か
ら
、
円
堂
点
（
第
一
義
）
　
の
第
六
壷
に
み
る
よ
う
な
複
線
点

は
、
平
安
時
代
初
期
に
は
現
わ
れ
ず
、
或
い
は
稀
で
あ
っ
て
、
古
い
も

の
で
は
な
い
こ
と
、
従
っ
て
、
円
堂
点
は
後
出
の
点
法
で
あ
る
と
い
っ

た
こ
と
な
ど
に
つ
き
、
重
ね
て
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

詣
先
学
の
学
恩
に
対
し
て
、
又
、
高
山
寺
・
京
都
大
学
附
属
図
書
館

・
同
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
・
大
東
急
記
念
文
庫
、
等
の
御
高

配
に
対
し
、
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
わ
し
た
い
。

本
稿
の
大
要
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
十
五
日
、
東
海
女
子
短
期

大
学
に
於
け
る
第
三
十
一
回
・
訓
点
語
学
会
、
創
立
二
十
周
年
記
念
研

究
発
表
会
で
口
頭
発
表
し
た
。

A
昭
4
9
・
2
・
1
9
、
初
稿
。
昭
4
9
・
1
1
・
1
8
、
補
訂
V

I
広
島
大
学
助
手
　
－
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